
第37号 

第37号（1） 平成20年8月1日（金） 学園創立75周年

聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・ハワイ大学コミュニティカレッジズ
副総長が来校

・「保育士採用者数」「幼稚園教諭採用数」
2年連続日本一達成！！

・第12回 日本医療保育学会を開催
・OGインタビュー q梨真衣さん
・児童学部　教職課程研究室主催

新人小学校教員の集い
～ピカピカな小学校教員の集い～

・保育表現研究発表会 幼児教育専門学校

・SEITOKU Clean Project 21
聖徳中学校・高等学校

・附属小学校の校庭 附属小学校

・防災引き取り訓練 附属浦安幼稚園

・八王子中央幼稚園同窓会 わかば会

I N D E X
学園 ──────────── 1
大学院・大学・短大───2～4
幼児教育専門学校──── 5
附属中・高 ───────1・5
聖徳中・高 ──────── 5
小学校 ────────── 5
幼稚園 ──────── 6～7
インフォメーション ──── 8

聖徳大学音楽学部オペラ
《ホールオペラ形式》
W.A.モーツァルト作曲

（全幕原語上演／字幕スーパー付）

六
月
二
十
七
日（
金
）、
本
学
の

協
定
校
で
あ
る
ハ
ワ
イ
大
学
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
ズ
か
ら

副
総
長
の
ジ
ョ
ン
・
モ
ー
ト
ン
博

士
を
は
じ
め
三
名
の
先
生
方
が

本
学
を
来
校
さ
れ
、
川
並
弘
昭
理

事
長
・
学
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。
本
学
で
は
、
平
成
九
年
三

月
二
十
五
日
に

ハ
ワ
イ
大
学
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
ズ
と
国

際
交
流
協
定
を

締
結
し
て
お
り

今
ま
で
に
外
国

語
学
科
の
学
生

が
、
平
成
十
七

年
に
三
名
、
平

成
十
八
年
に
一

名
留
学
し
て
お

り
ま
す
。

当
日
は
、
本

学
英
語
教
育
関

係
者
を
招
い
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、「
ハ
ワ
イ

大
学
の
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
モ
ー
ト
ン
先
生
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
ハ
ワ
イ

大
学
の
シ
ス
テ
ム
全
体
の
仕
組

み
と
各
カ
レ

ッ
ジ
の
特
徴

位
置
、
学
生

数
、
組
織
な

ど
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ

ワ
イ
大
学
が

直
面
し
て
い

る
問
題
点
や

課
題
に
つ
い

て
も
説
明
さ

れ
、
現
在
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
全
体
が
国
際

的
競
争
力
の
低
下
傾
向
に
あ
り
、

ハ
ワ
イ
大
学
に
お
け
る
学
力
・
入

学
者
数
の
低
下
、
州
の
財
政
支
援

の
減
少
、
授
業
料
の
高
騰
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
学

運
営
の
た
め
の
資
金
源
の
確
保
は

も
と
よ
り
、
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
多
様
化
に
よ
り
学
生
や
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
点
に
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
ハ
ワ
イ
は
地
理
的

に
も
日
本
に
近
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、日
本
の
提
携
校
も
多
く
、

大
勢
の
日
本
人
が
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
大
学
は
自
然

や
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
東
西
交
流
の
中
心
地

と
し
て
多
彩
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て

い
る
の
で
、
是

非
ハ
ワ
イ
大
学

で
聖
徳
の
学
生

に
学
ん
で
欲
し

い
」
と
熱
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た

今
後
も
、
両

校
の
交
流
が
さ

ら
に
活
発
に
な

る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

七
月
十
七
日（
木
）〜
二
十
八
日

（
月
）ま
で
の
十
二
日
間
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
あ
る

Ｍ
Ｌ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
へ
、
本
校
代
表

生
徒
七
名
が
短
期
留
学
を
し
ま

し
た
。
Ｍ
Ｌ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
は
本
校

の
姉
妹
校
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
今
回
で
十
二
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
、
ホ
ス
ト
シ
ス

タ
ー
と
共
に
授
業
に
参
加
を
し
、

時
に
は
日
本
語
の
授
業
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し

て
、
英
語
で
日

本
の
文
化
や
行

事
に
つ
い
て
の
説
明
を
す
る
な

ど
大
活
躍
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
短
期
留
学
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の「
文
化
」

や
「
伝
統
」
に
多
く

触
れ
た
だ
け
で
な

く
、
日
本
人
と
し
て

の
誇
り
や
母
国
へ

の
愛
情
を
改
め
て

実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
大
変
有
意

義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
目
で
見
、

肌
で
感
じ
た
こ
と
を
素
直
に
英

語
で
表
現
で
き
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
学
ん
だ
と
同
時
に
、
今

ま
で
以
上
に
自
分
た
ち
の
視
野

を
広
げ
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き

た
日
々
は
、
何
に
も

勝
る
貴
重
な
体
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
さ
ら
に
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て

く
れ
る
こ
と
を
確
信

し
た
大
変
有
意
義
な

留
学
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
八
月
〜
九
月
下
旬
ま

で
の
期
間
は
、
六
回
目
を
迎
え
る

学
期
間
留
学
の
相
互
交
流（
シ
ー

ズ
ン
・
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
）が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
二
名

が
留
学
中
で
す
。
習
慣
や
風
土
の

違
い
を
知
り
、
聖
徳
生
に
と
っ
て
は

本
場
の
英
語
に
触
れ
る
良
い
機

会
に
、
ま
た
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
生
徒
に

と
っ
て
は
礼
法
授
業
を
は
じ
め
、

日
本
文
化
に
触
れ
る
何
よ
り
の

体
験
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
多

く
の
成
長
の
糧
を
吸
収
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

ハ
ワ
イ
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
ズ

副
総
長
が
来
校

聖徳学園は 学園創立 周年を迎えました。757575757575757575757575757575757575757575757575757575757575757575757575757575757575

指　揮：高橋 大海
演　出：十川 稔
公演監督：高 丈二
演奏：聖徳大学川並記念オーケストラ
合唱：聖徳大学音楽学部記念オペラ合唱団

主催：東京聖徳学園
お問い合わせ／チケット販売

聖徳大学　教務課　第5音楽グループ

Tel.047-365-1111（大代）

サントリーホール（大ホール）

入場料：◆A席／4,000円 ◆B席／3,000円
◆学生券／2,000円

開場／16：45
開演／17：302008年9月28日（日）

Ｍ
Ｌ
Ｃ
短
期
留
学

「保育士」「幼稚園教諭」の採用実績は他大学

の追随を許さぬ2年連続「全国1位」。

また、「小学校教員採用試験合格者数 119名」、

「公立保育士採用試験合格者 81名」、「管理栄養士

国家試験合格率4年連続90%」等の実績で、本学

が提唱する「卒業時偏差値」の高さを引き続き

社会に発信してゆきたい。

続々達成！！「卒業偏差値」高さの証明！！
就職実績、国家試験合格率で高い実績。

「保育士採用者数」
「幼稚園教諭採用数」

朝日新聞社『大学ランキング』において

ジョン・モートン先生（中央）

（※3頁に、「大学ランキング」編集統括の小林哲夫氏セミナー記事を紹介しています。）

チケット好評発売中

朝日新聞社 浜離宮朝日ホール

定　員：400名 聴講料：無料

後　援：源氏千年紀委員会
朝日新聞社

東京都中央区築地５-３-２（Tel. 03-5541-8710）

2008年10月22日（水）

『源氏物語千年紀に思う』

日本一達成！！
2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続2年連続

ジョン・モートン先生のプレゼンテーションの様子

、

。

、

『魔笛』

源氏物語千年紀記念
特　別　講　演

講　師：冷泉 貴実子氏
（冷泉家時雨亭文庫　常務理事）

14：00～15：30

主催：東京聖徳学園
お問い合わせ

聖徳大学川並記念図書館

Tel.047-365-1111（大代）

①往復はがき 往信はがきには「源氏物語講演会 聴講希望」と明記
し、聴講希望者の氏名・住所・電話番号をご記入の上、下記宛先まで
お送り下さい。復信はがきには、受取人の郵便番号・住所・氏名をご
記入下さい。

・宛先 〒271-8555   千葉県松戸市岩瀬550  
聖徳大学「源氏物語講演会」係

②電子メール（E-mail） メールの表題は「源氏物語講演会 聴講希
望」として下さい。メール本文に聴講希望者の氏名・住所・電話番号を
ご記入の上、下記アドレスへご送信下さい。

・E-mail：genji@seitoku.ac.jp
①②のお申し込み共に、先着順で定員に達した時点で締め切らせていただきます。

申込方法：①往復はがきまたは ②電子メール（E-mail）にて
以下の要領でお申し込み下さい。

聖徳学園創立7 5周年記念行事のご案内

皆様のご来場をお待ちしております。

●平成20年

●平成２１年

9月20日（土） 茶席披き〈聖徳大学〉

11月28日（金） 学園創立75周年記念式典〈帝国ホテル〉

9月28日（日） 聖徳大学音楽学部オペラ公演『魔笛』
〈サントリーホール　大ホール／開場16：45 開演17：30〉

10月22日（水） 聖徳学園創立75周年記念講演「源氏物語千年紀に思う」●講演者：冷泉 貴実子

2月28日（土） 聖徳大学児童学研究所「子どもの発達シンポジウム」〈聖徳大学川並香順記念講堂〉
3月 1号館竣工 予定（平成20年7月24日現在）

10月9日（木）
10月14日（火）

聖徳学園創立75周年記念

「源氏物語千年紀　王朝文化の世界（仮称）」展 〈紀伊國屋画廊〉

記念行事一覧

〜

〈浜離宮朝日ホール〉

好評申込受付中



第37号 （2）学園創立75周年　平成20年8月1日（金）

去
る
、
六
月
七
日（
土
）、
八

日（
日
）の
両
日
、
聖
徳
大
学
七

号
館
に
お
い
て
、
第
十
二
回
日

本
医
療
保
育
学
会（
会
頭
は
、

本
学
短
期
大
学
部
保
育
科
長
、

野
原
八
千
代
教
授
）が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「『
和
』
―
こ
れ

か
ら
の
チ
ー
ム
医
療
と
医
療
保

育
―
」
に
そ
っ
て
、
講
演
、
一
般

演
題
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
展

開
さ
れ
、
三
百
五
十
余
名
の
参

加
者
を
得
て
盛
会
の
う
ち
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
特
別
講

演
「
小
児
医
療
の
現

状
と
医
療
保
育
」
の

ほ
か
、
教
育
講
演
二

つ
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

教
育
講
演
Ⅰ
「
初
期

発
達
に
お
け
る
音
楽

の
役
割
」
は
、
本
学
音

楽
学
部
音
楽
総
合
学
科
、
村
井

靖
児
教
授
に
よ
り
、
音
楽
療
法

に
つ
い
て
、
自
閉
症
児
の
音
楽

療
法
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
音
記
録
を

も
と
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
講
演
Ⅱ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
論
」
で
は
、
短
期

大
学
部
保
育
科
、
深
津
時

吉
教
授
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
般
論
に
加
え
、

医
療
現
場
の
対
人
関
係
に

も
ふ
れ
て
講
演
さ
れ
、い
ず

れ
も
非
常
に
好
評
で
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
医

療
保
育
技
術
」、「
チ
ー
ム
医

療
」、「
保
育
支
援
」、「
保

育
記
録
」、「
家
族
支
援
」

の
五
つ
の
主
題
で
、
実
践

例
、
研
究
の
成
果
等
の
発

表
を
基
に
、
二
時
間
に
わ

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

病
気
や
検
査
、
治
療
な
ど
を
子

ど
も
に
説
明
す
る
と
き
に
用

い
る
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
や
お
も
ち
ゃ
が
出
展
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
医
療
保
育
学
会
は
、
研

究
会
と
し
て
発
足
、
第
六
回
か

ら
学
会
と
な
り
七
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
今
、
医
療
保
育
専

門
士
の
学
会
資
格
の
認
定
を

目
指
し
、
学
会
活
動
を
活
発
に

展
開
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
医

療
と
い
う
場
に
子
ど
も
が
い

る
と
き
、
医
師
、
看
護
師
な
ど

の
医
療
関
係
者
と
と
も
に
、
保

育
に
携
わ
る
専
門
職
と
し
て

保
育
士
が
一
緒
に
チ
ー
ム
を

組
み
、
子
ど
も
の
生
命
・
成
長

発
達
を
保
障
し
て
い
く
こ
と

が
学
会
の
理
念
と
し
て
あ
り

ま
す
。

本
学
で
は
、
全
国
の
養
成
校

に
先
駆
け
、
平
成
十
年
よ
り
保

育
科
で
医
療
系
保
育
士
養
成

講
座
を
設
け
て
以
来
、
そ
れ
を

発
展
さ
せ
、
平
成
十
三
年
よ
り

専
攻
科
医
療
保
育
専
攻
を
開

設
し
て
、
十
年
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
医
療
現
場
で

活
躍
す
る
卒
業
生
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
学
会
開
催

に
お
き
ま
し
て
も
、
十
名
の
卒

業
生
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

去
る
六
月

十
二
日（
木
）

に
開
催
さ
れ

た
、
社
団
法

人
全
国
栄
養

士
養
成
施
設

協
会
の
創
立

五
十
周
年
記

念
総
会
・
第

五
十
回
通
常
総
会
に
お

い
て
、
理
事
長
・
学
長
の

川
並
弘
昭
先
生
は
、
多
年

に
わ
た
り
役
員
と
し
て

協
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
「
協
会

事
業
功
労
者
」
と
し
て
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
聖
徳
大
学
も
多
年
に

わ
た
る
栄
養
士
養
成
の
功
績

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
永
年
栄
養
士
養
成
教
育
功
労

校
」
と
し
て
会
長
表
彰
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

第
十
二
回

日
本
医
療
保
育
学
会
を
開
催

第
五
回

評
議
員
会
開
催

聖
徳
大
学
子
育
て
支
援
社
会

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
「
聖
徳
に

こ
に
こ
キ
ッ
ズ
」
の
主
催
で
、

『
第
二
回
地
域
子
育
て
支
援
者

の
集
い
〜
子
育
て
支
援
者
情
報

交
換
〜
』
を
、
六
月
二
十
八
日

（
土
）十
時
〜
十
三

時
、
一
〇
号
館
に
て

開
催
い
た
し
ま
し

た
。参

加
者
は
、
松
戸

市
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
域
子
育
て
実

践
者
、
本
学
子
育
て

社
会
連
携
研
究
セ

ン
タ
ー
顧
問
、
本
学

教
員
、
聖
徳
に
こ
に

こ
キ
ッ
ズ
ス
タ
ッ
フ

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
七
十
八
名
で
、
全

体
会
、
情
報
交
換
、

発
表
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

「
今
、
子
育
て
支
援
に
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
は
？
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
子
育
て
支
援
の

現
場
の
状
況
を
情
報
交
換
し
、

今
後
の
子
育
て
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
熱
心
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
聖
徳
に
こ
に
こ
キ
ッ

ズ
」
の
館
内
の
様
子
や
利
用
状

況
、
開
設
か
ら
現
在
ま
で
の
歩

み
な
ど
を
紹
介
い
た
し
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
各
施
設
の

様
々
な
取
り
組
み
を
知
り
、
そ

し
て
情
報
交
換
が
で
き
て
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
。

ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後
、

研
修
会
等
も
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
一
日（
土
）、
聖
徳

大
学
一
〇
号
館
（
生
涯
学
習
社

会
貢
献
セ
ン
タ
ー
）に
お
い
て
、

聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
第
五

回
評
議
員
会
及
び
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、川
並
弘
昭

同
窓
会
連
合
会
長
か
ら「
お
か

げ
さ
ま
で
今
年
学
園
創
立
七
十

五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、学
園
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
催
し
、
盛
り
上
が
っ
て
お

り
ま
す
。各
同
窓
会
で
も
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
、
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、同
窓
会
連
合
会

の
愛
称
の
表
彰
を
行
い
、平
成

十
九
年
度
収
支
決
算
と
事
業
報

告
及
び
、平
成
二
十
年
度
収
支

予
算
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
で

は
、各
卒
業（
園
）生
に
卒
業
記

念
品
を
贈
呈
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

聖
徳
学
園
同
窓
会
連
合
会
の

今
後
の
予
定
は
、聖
徳
学
園
同

窓
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

同
窓
生
双
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
掲
示
板
の
作

成
や
、各
同
窓
会
の
親
睦
を
深

め
る
た
め
の
役
員
研
修
旅
行
を

八
月
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

聖
徳
学
園
創
立
七
十
五
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、

聖
徳
学
園
菊
水
会（
聖
徳
学
園

同
窓
会
連
合
会
）は
、同
窓
生
の

親
睦
及
び
、学
園
の
発
展
の
た

め
に
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

同
窓
会
連
合
会

聖
徳
学
園
菊
水
会

同窓会連合会の愛称について変更のお知らせ

第
二
回

地
域
子
育
て
支
援
者
の
集
い

〜
講
演
会
と
子
育
て
支
援
情
報
交
換
〜

《開設日時》月曜日～金曜日

１０：００～１５：００
《お 休 み》土・日・祝祭日・学校行事等

《対　　象》０歳～就学前の親子

《電　　話》０４７-３６５-１１１１（代表）

（内線：３９３３）

《聖徳にこにこキッズの開設日時》

開
催

本学音楽学部音楽総合学科
村井靖児教授

おもちゃ プレパレーションツール

松戸駅東口を出たら、正面向かって右側のコンコースを進み、
2階からイトーヨーカドー館内へ。5階の出入口から外へ出たら
すぐ左側です。 ※スロープを利用したコースです。

聖徳フラッシュ３１号（平成１９年８月１日号）で掲載いた
しました、聖徳学園同窓会連合会の愛称『聖徳菊水会』
は、『聖徳学園菊水会』に変更となりました。
これからも聖徳学園菊水会をどうぞよろしくお願い
いたします。

社
団
法
人
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会

よ
り

理
事
長
・
学
長

川
並
弘
昭
先
生
と

聖
徳
大
学
が

会
長
表
彰
を
受
賞

、

、
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六
月
二
十
八
日（
土
）、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
に
て
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
柏
「
地
域
学
リ
レ
ー
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏
」

と
は
、
柏
市
内
及
び
近
隣
に
あ

る
十
三
の
大
学
と
、
柏
市
・
我
孫

子
市
・
流
山
市
・
野
田
市
・
松
戸

市
で
構
成
す
る
連
携
組
織
で

す
。
生
涯
学
習
や
手
賀
沼
の
浄

化
、
産
業
の
振
興
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
、
国
際
化
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
の
幅
広
い
分
野
で
民

産
学
官
の
連
携
交
流
を
深
め
、

大
学
と
地
域
社
会
が
と
も
に
発

展
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
地
域
学
リ
レ
ー
講
座
」
は
、

「
地
域
で
学
ぶ
　
地
域
を
学
ぶ

地
域
に
活
か
す
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏
に
加

盟
し
て
い
る
大
学
が
講
座
を
担

当
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
加
盟

大
学
に
よ
る
第
一
回
目
の
講
演

で
、
本
学
人
文
学
部
生
涯
教
育

文
化
学
科
、
福
留
強
教
授
が

「
地
域
で
あ
な
た
の
生
き
方
が

変
わ
り
ま
す
〜
ま
ち
を
楽
し
む

人
々
に
学
ぶ
〜
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

福
留
先
生
は
、
地
域
の
活
性

化
に
は
、
自
ら
が
積
極
的
に
楽

し
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
地

域
に
自
己
の
能
力
を
生
か
す
こ

と
に
よ
り
、
生
き
が
い
を
得
て
、

健
康
で
、生
涯
現
役
で
い
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
等
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
お
話
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
講
演
内

容
も
大
変
好
評
で
し
た
。
今
後

の
地
域
活
動
等
を
行
う
際
の
参

考
に
な
っ
た
、
元
気
が
出
る
話

だ
っ
た
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

平
成
二
十
一
年
度
の
大
学
、

短
期
大
学
部
の
募
集
活
動
も
佳

境
に
入
り
、
志
願
者
の
増
大
に

向
け
様
々
な
活
動
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
本
年
度
の
高

等
学
校
向
け
広
報
の
主
軸
に
据

え
た
、「
朝
日
新
聞
社
『
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
』（
※
１
頁
下
段
に
関

連
記
事
が
あ
り
ま
す
）編
集
統

括
」
の
小
林
哲
夫
氏
を
招
い
た
、

「
進
路
指
導
セ
ミ
ナ
ー
」
及
び

「
本
学
入
学
説
明
会
」
が
、
去
る

六
月
十
日（
火
）に
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
学
の
就
職
実
績
や
教
育
に

お
け
る
卓
抜
し
た
実
績
は
、
全

国
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
高

い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
て
お
り
、

そ
の
成
果
は
『
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
』
と
い
う
形
で
、
世
の
中
に

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
従

来
の
偏
差
値
に
よ
る
進
学
指

導
」
の
み
に
頼
ら
な
い
大
学
選

び
を
提
唱
す
る
講
師
か
ら
新

し
い
視
点
が
提
示
さ
れ
、
参
加

さ
れ
た
高
等
学
校
の
教
員
か

ら
は
、「
今
ま
で
関
心
を
払
っ

て
い
な
か
っ
た
基
準
に
気
付

か
さ
れ
た
」、「
大
学
の
評
価
の

基
準
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
企
画

の
継
続
を
希
望
す
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
予
想
を

上
回
る
評
価
を
頂
戴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
高

等
学
校
の
教
員
を
始
め
、
広
く

社
会
に
情
報
発
信
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
既
に
開
催
さ
れ
た

「
松
戸
（
本
学
）
」
、「
大
宮
」
、

「
水
戸
」
会
場
に
お
い
て
も
、

昨
年
度
ま
で
に
は
な
い
、
熱
心

な
質
問
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

本
年
度
の
募
集
に
手
応
え
を

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
地
域
学
リ
レ
ー
講
座
」

そ
れ
以
外
に
も
多
く
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
具

体
例
を
挙
げ
る
と
、
今

は
「
個
人
レ
ッ
ス
ン
発

表
会
」
の
企
画
・
運
営

の
仕
事
を
、
日
々
の
レ

ッ
ス
ン
と
同
時
に
こ
な

し
て
い
ま
す
。
実
際
、
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
に
向
け
て
、
発
表
す

る
曲
目
や
開
催
場
所
の
選
定
、

そ
し
て
、
当
日
の
会
場
設
営
ま

で
行
い
ま
す
。

音
楽
教
員
と
し
て
一
番
う
れ
し

か
っ
た
こ
と

子
ど
も
た
ち
と
音
楽
を
共
感

で
き
た
時
が
う
れ
し
い
。
テ
キ

ス
ト
に
は
歌
が
載
っ
て
い
ま
す

の
で
、
歌
を
一
緒
に
歌
い
な
が

ら
教
え
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
感

を
養
う
た
め
に
、
伴
奏
し
な
が

ら
ジ
ャ
ズ
や
ラ
ッ
プ
調
の
曲
を

歌
い
ま
す
。
生
徒
と
来
て
い
る

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
、

掛
け
合
い
を
や
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
時
、
私
は
単
に
一
方
的
に

教
え
る
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
い
ま
す
。
生
徒
自

ら
、
音
を
感
覚
的
に
楽
し
め
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
初

か
ら
、
う
ま
く
弾

け
な
く
て
も
い
い

の
で
す
。
恥
ず
か

し
く
て
歌
え
な
い

子
も
耳
に
音
は
入

っ
て
き
ま
す
。四
、

五
歳
児
は
耳
が
発

達
す
る
時
期
な
の

で
、
何
か
違
う
世

界
が
見
え
て
き
ま

す
。
も
し
、
う
ま

く
弾
け
な
く
て
も

ま
た
、
歌
え
な
く

て
も
、
レ
ッ
ス
ン

が
終
わ
る
ま
で
に

一
回
で
も「
あ
っ
」

と
、
音
楽
を
感
じ

て
く
れ
れ
ば
い
い

の
で
す
。
そ
の
よ

音
楽
教
員
を
目
指
し
た
き
っ
か

け（
幼
少
時
代
の
思
い
出
な
ど
）

私
は
、
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
に

四
歳
の
時
か
ら
通
っ
て
い
て
、

そ
こ
の
先
生
に
あ
こ
が
れ
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
小
さ
か
っ
た

の
で
、
鮮
明
に
は
覚
え
て
い
な

い
の
で
す
が
、
と
に
か
く
楽
し

か
っ
た
と
い
う
記
憶
が
残
っ
て

い
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌

っ
た
り
、
弾
い
た
り
す
る
の
が

楽
し
く
て
、
な
ぜ
先
生
は
、
み

ん
な
を
笑
顔
に
さ
せ
て
、
楽
し

ま
せ
て
、
幸
せ
な
雰
囲
気
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
、

不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

自
然
と
、
自
分
で
も
こ
う
な
り

た
い
、
や
り
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

音
楽
教
員
の
仕
事（
一
日
の
仕

事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
）

ま
ず
、一
日
は
午
前
中
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
ヤ
マ
ハ
支
部
や
、

特
約
店
か
ら
の
連
絡
が
あ
り
ま

す
。
教
材
研
究
や
、
時
々
他
の

先
生
の
レ
ッ
ス
ン
の
模
様
を
ビ

デ
オ
で
鑑
賞
し
、
研
究
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
普
段
の
レ
ッ

ス
ン
が
常
に
録
画
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
れ
は
と
て
も
良

い
刺
激
を
受
け
る
と
と
も
に
参

考
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
大
き
な

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
教
室
の
先

生
と
い
う
と
、
ピ
ア
ノ
や
エ
レ

ク
ト
ー
ン
の
レ
ッ
ス
ン
ば
か
り

し
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
実
は
、

う
な
音
楽
を
感
じ
る
瞬
間
は
、

生
徒
の
目
が
パ
ッ
と
開
く
の
で

分
か
り
ま
す
。

逆
に
、
練
習
を
な
ま
け
て
い

る
の
も
目
で
分
か
り
ま
す
。
中

学
生
以
上
に
は
厳
し
く
接
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
許

せ
な
い
の
は
、「
何
も
考
え
ず

に
、
た
だ
弾
く
」
こ
と
で
す
。
自

分
の
演
奏
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

し
い
の
で
す
。
エ
レ
ク
ト
ー
ン

の
レ
ッ
ス
ン
で
「
東
京
ス
カ
パ

ラ
ダ
イ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ル

パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
」
を
練
習

し
て
い
る
生
徒
が
い
ま
す
が
、

「
音
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
表

現
を
し
た
い
の
か
」、「
何
を
伝

え
た
い
の
か
」
を
持
つ
よ
う
に

演
奏
さ
せ
た
い
。
管
楽
器
等
を

吹
い
て
い
る
よ
う
に
、
盛
り
上

げ
る
よ
う
に
弾
き
な
さ
い
と
指

導
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
技
術
的
な
指
導
以
外

に
も
、
レ
ッ
ス
ン
の
始
め
な
ど

に
す
る
話
術
も
大
切
で
す
。
幼

児
科
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
ト
ー

ク
を
お
母
さ
ん
も
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

$
音
楽
教
員
と
し
て
一
番
つ
ら

か
っ
た
こ
と

先
ほ
ど
も
話
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
レ
ッ
ス
ン
以
外
の
イ
ベ

ン
ト
企
画
・
運
営
の
仕
事
で
す
。

午
後
の
レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
る
ま
で

の
時
間
に
こ
な
す
の
が
大
変
で

す
。
生
徒
が
発
表
す
る
場
を
自

分
が
作
る
こ
と
に
な
る
な
ん
て
、

初
め
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

学
生
時
代
や
っ
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
と
思
う
こ
と（
求
め
ら
れ

る
ス
キ
ル
な
ど
）

よ
り
多
く
の
演
奏
会
に
行
っ

て
、
演
奏
ホ
ー
ル
や
ス
テ
ー
ジ

を
見
た
か
っ
た
。
発
表
会
は
、

ホ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
商
業

施
設
で
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
発
表
の
場
に
合
わ
せ
て
、

音
の
響
き
が
良
く
な
る
よ
う

に
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
調
整
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
自
分
の
経
験
を
生
か
し
て
、

鍵
盤
の
タ
ッ
チ
を
決
め
て
み
た

い
、
ホ
ー
ル
に
あ
わ
せ
た
音
作

り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
音
楽
教
員
を
目
指
す

学
生
に
一
言

私
が
中
学
を
卒
業
す
る
時
、

恩
師
が
言
い
ま
し
た
。「
医
者
を

目
指
す
人
が
必
ず
、
全
員
医
者

な
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
い
つ

か
は
な
れ
る
と
信
じ
て
や
っ
て

い
け
ば
、
そ
こ
に
は
が
ん
ば
っ

た
自
分
が
必
ず
い
る
」
と
。
私

か
ら
は
、「
な
に
も
や
ら
な
い
で

あ
き
ら
め
る
な
ら
、
や
っ
て
あ

き
ら
め
ろ
」
と
い
う
一
言
を
贈

り
た
い
で
す
。
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卒業生・先輩

第 2 回

就職先

ヤマハ音楽教室

今
回
の
Ｏ
Ｇ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
音
楽
文
化
学
科（
現
・
音
楽
学
部
演

奏
学
科
）を
卒
業
し
、
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
に
て
、
幼
児
か
ら
高
校
生

に
ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
技
術
だ
け
で
な
く
、
音
楽
の

楽
し
さ
を
教
え
て
い
る
高
梨
真
衣
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

音
楽
と
の
出
会
い
と
成
長

質問

音
楽
講
師
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
？（
幼
少
時
代
の
思

い
出
な
ど
）

講
師
の
一
日
（
あ
る
日
の
木
曜
日
）

質問

音
楽
講
師
の
仕
事（
一
日
の

仕
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
）

・
ヤ
マ
ハ
か
ら
の
連
絡

・
特
約
店
か
ら
の
連
絡

・
教
材
研
究

・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
運
営（
前
イ
ベ
ン
ト
の

反
省
、
今
後
の
進
め
方
を
決
め
る
）

・
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン（
幼
児
科
・
二
年
目
）

・
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン（
幼
児
科
・
一
年
目
）

・
個
人
レ
ッ
ス
ン（
小
学
二
年
生
）

・
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン（
小
学
校
二
年
生
）

・
個
人
レ
ッ
ス
ン（
小
学
五
年
生
）

・
個
人
レ
ッ
ス
ン（
中
学
二
年
生
）

１５
時
３０
分
〜
２０
時
１５
分

出
勤
・
会
議

１２
時
〜
１５
時
３０
分

移
動
・
お
昼
・
レ
ッ
ス
ン
準
備

２１
時

２０
時
１５
分
〜
２１
時

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
後
片
付
け

１０
時
〜
１２
時

質問

音
楽
講
師
と
し
て
一
番
つ
ら

か
っ
た
こ
と
は
？

質問

学
生
時
代
や
っ
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
？

（
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
な
ど
）

質問

こ
れ
か
ら
音
楽
講
師
を
目

指
す
学
生
に
一
言

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

高
等
学
校
の
先
生
の
た
め
の

『
進
路
指
導

セ
ミ
ナ
ー
』

―

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
開
催
！！
―

入
学
セ
ン
タ
ー

大学ランキング編集統括小林哲夫氏

本学人文学部生涯教育文化学科福留強教授

開催

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
柏

レ
ッ
ス
ン

退
勤

質問

音
楽
講
師
と
し
て
一
番
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
は
？

平成19年度
人文学部音楽文化学科
オルガンコース卒業
（現・音楽学部演奏学科）

h梨 真衣さん

、、

一
回
で
も「
あ
っ
」
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北
海
道
研
修
が
そ
れ
ぞ
れ
一

班
﹇
六
月
十
六
日（
月
）〜
二
十

二
日（
日
）﹈、
二
班
﹇
六
月
二
十

三
日（
月
）〜
二
十
九
日（
日
）﹈

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
学

外
研
修
の
目
的
は
、
一
年
次
に

学
ん
だ
こ
と
を
基
本
に
、
さ
ら

に
二
年
次
に
な
っ
て
、
規
則
正

し
い
生
活
に
よ
り
、
建
学
の
精

神
で
あ
る
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
育
む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

宿
泊
地
は
、
札
幌
、
温
根
湯
、

川
湯
、
十
勝
川
、
登
別
、
定
山
渓

と
舞
台
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
観
光
地
に
お
い
て
、
学

生
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
話
を
聞

き
な
が
ら
、
き
ら
き
ら
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て

北
の
大
地
を
踏
ん
だ
学
生
も
多

く
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
学
生

に
と
っ
て
新
鮮
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

普
段
の
生
活
で
は
触
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
大
自
然
や
人
々

と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
学
生

は
人
間
的
に
一
回
り
成
長
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
学
外
研
修
は
、
学
生

に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
も
の

に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
良
い
機
会
に
し
て
、
積

極
的
に
自
分
の
知
ら
な
い
土
地

や
環
境
に
飛
び
込
ん
で
い
け
る

よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
人

に
な
っ
て
も
、
研
修
で
学
ん
だ

『
和
の
精
神
』
を
忘
れ
な
い
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

去
る
六
月
二
十
日（
金
）、
留

学
生
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー
テ
ィ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企

画
は
、
本
学
に
在
籍
す
る
留
学

生
が
、
国
際
交
流
委
員
会
委
員

の
先
生
方
、
留
学
生
の
ク
ラ
ス

担
任
の
先
生
方
、
そ
し
て
日
本

人
学
生
な
ど
と
交
流
す
る
機
会

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年

で
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

第
Ⅰ
部
で
は
、
ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
食
堂
の
ア
ミ
テ
ィ
エ
に

て
、
参
加
者
全
員
が
二
つ
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
対
抗
戦
で
「
外

来
語
か
る
た
」
及
び
、「
擬
態

語
・
擬
音
語
か
る
た
」
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。「
外
来
語
か
る
た
」

は
、
司
会
の
北
村
弘
明
先
生
が
、

外
来
語
の
入
っ
た
読
み
札
を
読

み
上
げ
、
そ
の
日
本
語
訳
の
札

を
見
つ
け
る
ゲ
ー
ム（
例
え
ば

「
顔
色
は
健
康
示
す
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
！
」→

「
尺
度
」）で
、「
擬

態
語
・
擬
音
語
か
る
た
」
は
、
同

様
に
擬
態
語
・
擬
音
語
の
入
っ

た
読
み
札
を
読
み
上
げ
、
そ
の

答
え
の
絵
札
を
見
つ
け
る
ゲ
ー

ム
で
し
た
。

留
学
生
は
日
頃
の
勉
学
の
成

果
を
発
揮
し
、
先
生
方
や
日
本

人
学
生
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

紅
白
対
抗
戦
で
大
接
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

第
Ⅱ
部
で
は
ア
ミ
テ
ィ
エ
内

に
て
、
軽
食
を
囲
み
な
が
ら
の

歓
談
で
す
。
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

だ
後
で
は
、
皆
、
あ
っ
と
言
う
間

に
大
皿
が
空
に
な
る
ほ
ど
の
食

欲
旺
盛
ぶ
り
を
見
せ
、
交
流
も

大
い
に
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

今
後
も
留
学
生
は
、
研
究
・
勉

学
に
励
み
、
さ
ら
に
交
流
の
輪

を
広
げ
て
、
学
生
生
活
を
よ
り

豊
か
な
も
の
に
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
二
十
二
日（
日
）、
聖
徳

大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン

タ
ー（
聖
徳
大
学
一
〇
号
館
）に

お
い
て
、「
第
十
回
聖
徳
大
学
生

涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

初
め
に
、
福
留
強
生
涯
学
習

研
究
所
長
よ
り
、
文
部
科
学
省

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の

五
年
間
に
わ
た
っ
た
研
究
成
果

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
講
師
に
原
口
泉
先

生（
鹿
児
島
大
学
教
授
）を
お
招

き
し
、「
江
戸
時
代
の
ト
ッ
プ
レ

デ
ィ
篤
姫
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原
口
先
生
は
、
現
在
放
映
中

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」

の
時
代
考
証
を
さ
れ
て
お
り
、

時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
も
、
地
域
を
愛
し
、
家
族
を

大
切
に
す
る
女
性
の
生
き
様

を
、
大
奥
の
し
き
た
り
や
時
代

背
景
、
そ
し
て
大
河
ド
ラ
マ
の

制
作
現
場
の
裏
話
な
ど
も
交
え

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
大
変
面
白
か
っ

た
と
好
評
で
し
た
。

後
半
は
、「
創
年
・
市
民
大
学

を
楽
し
む
」、「
女
性
の
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
と
学
習
」、「
子
ど
も
と

楽
し
む
新
し
い
地
域
づ
く
り
」

の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
ト
ー
ク
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

研
究
者
と
来
場
者
と
の
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
、
今
後
の
研

究
や
連
携
を
進
め
る
た
め
の
大

変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
に
は

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
画
し
、

事
前
準
備
か
ら
会
場
設
営
、
運

営
、
受
付
な
ど
を
担
当
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、

学
生
の
応
対
も
良
く
、
大
変
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
た
と
お
褒
め

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
に
開
か
れ
た
活

動
拠
点
と
し
て
、
研
究
の
充
実

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
十
回

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

去
る
六
月
七
日（
土
）、
本
学

を
卒
業
し
、
今
年
度
四
月
か
ら

教
師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
ピ
カ

ピ
カ
の
先
生
方
の
集
い
が
開
か

れ
ま
し
た
。

教
員
採
用
試
験
の
合
格
対
策

を
長
年
精
力
的
に
指
導
し
、
多

く
の
学
生
を
教
育
界
に
輩
出
し

て
き
た
教
職
課
程
研
究
室
主
催

の
初
め
て
の
企
画
で
す
。

卒
業
生
は
元
気
な
様
子
で
、

生
き
生
き
と
学
校
の
様
子
や
子

ど
も
と
の
関
わ
り
、
感
動
し
て
泣

い
て
し
ま
っ
た
大
き
な
喜
び
、

二
進
も
三
進
も
行
か
ず
、
つ
ま

ず
い
て
し
ま
っ
た
出
来
事
、
職
員

室
の
様
子
、
先
生
方
の
動
き

等
々
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
皆

の
話
し
方
が
と
て
も
上
手
に
な

り
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
、
感
動
と

驚
き
の
混
ざ
り
合
っ
た
わ
き
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。

初
め
に
川
並
弘
純
副
学
園
長

が
歓
迎
の
挨
拶
を
し
、「
教
育
界

に
お
い
て
は
、
教
職
大
学
院
、

免
許
法
の
改
正
、
更
新
な
ど
の

制
度
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

再
び
、
本
学
に
て
学
び
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
是
非
再
び
大

学
に
戻
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
学
部
長
の
仲
瀬
律
久
先

生
か
ら
は
、
活
躍
へ
の
激
励
の

お
話
と
と
も
に
ピ
カ
ピ
カ
先
生

の
益
々
の
活
躍
を
祈
念
し
て
、

い
つ
も
の
あ
の
ス
タ
イ
ル（
右

手
を
握
り
、腕
を
後
ろ
に
構
え
、

天
に
突
き
あ
げ
る
）で
エ
イ
エ

イ
オ
ー
の
勢
い
余
る
エ
ー
ル
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
員
の
顔

に
輝
き
を
み
た
瞬
間
で
し
た
。

卒
業
生
か
ら
は
、
同
席
し
て

い
た
在
校
生
が
今
一
番
知
り
た

い
、「
採
用
試
験
対
策
の
勉
強
方

法
」
や
「
今
学
校
で
抱
え
て
い

る
教
育
課
題
」
に
つ
い
て
具
体

的
な
報
告
が
あ
り
、
あ
る
卒
業

生
は
、「
私
は
、
小
学
二
年
生
の

担
任
を
し
て
い
ま
す
。
児
童
か

ら
は
、
赤
ペ
ン
先
生
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
机
間
指
導

す
る
と
き
に
は
赤
ペ
ン

を
数
本
持
ち
、
つ
ま
ず

い
て
い
る
箇
所
や
良
く

で
き
て
い
る
箇
所
に
は

す
か
さ
ず
赤
ペ
ン
を
入

れ
る
か
ら
で
す
。
保
護

者
か
ら
、
き
め
細
か
な

指
導
に
感
謝
し
て
い
ま

す
と
の
お
便
り
を
い
た

だ
い
た
と
き
に
は
、
と

て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。
確
か
な
学
力
は
、
き
め
細

か
な
指
導
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
習
得
さ
れ
る
と
大
学
で
指
導

さ
れ
た
結
果
で
す
」
と
報
告
し

ま
し
た
。

在
校
生
に
は
、
目
を
輝
か
せ

て
、
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き
、

現
揚
を
知
る
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
大
学
に
と
っ
て

も
、
卒
業
生
と
在
校
生
と
の
計

画
的
な
交
流
の
重
要
性
を
教
え

ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

今
後
も
「
教
育
界
に
聖
徳
大

学
あ
り
」
を
願
う
と
と
も
に
、

卒
業
生
の
益
々
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

学
外
研
修
Ⅱ

北
海
道
研
修
を
終
え
て

留
学
生
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー
テ
ィ

国
際
交
流
課

生
涯
学
習
研
究
所

教
職
課
程
研
究
室
主
催

新
人
小
学
校
教
員
の
集
い

〜
ピ
カ
ピ
カ
な
小
学
校
教
員
の
集
い
〜

通
信
教
育
部
で
は
、七
月
二
十

七
日（
日
）に
今
年
度
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
講
式
で
は
、

学
長
は
じ
め
、
通
信
教
育
部
長
、

学
科
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

お
よ
そ
一
ヶ
月
半
の
間
行
わ
れ

る
大
学
で
の
勉
強
を
、
心
待
ち

に
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、
真

剣
な
眼
差
し
で
そ
の
挨
拶
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

も
三
千
人
以
上
の
学
生
が
来
校

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

通
信
教
育
と
も
な
る
と
一
人
で

コ
ツ
コ
ツ
と
勉
強
し
て
い
く
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
同
じ
目

標
を
持
つ
友
人
を
つ
く
り
、
切

磋
琢
磨
し
て
一
緒
に
そ
の
目
標

を
達
成
し
て
い
き
ま
す
。
私
た

ち
教
職
員
も
、
夏
の
暑
さ
に
負

け
ず
、
微
力
な
が
ら
そ
の
目
標

達
成
に
一
助
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
通
信
教
育
部
で
は
、

十
月
生
の
募
集
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。「
春
は
忙
し
か
っ
た
け
ど

夏
か
ら
な
ら
で
き
そ
う
だ
」と

い
う
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非

一
度
、
資
料
を
お
取
り
寄
せ
く

だ
さ
い
。
通
信
教
育
部
は
あ
な

た
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応

援
し
ま
す
。 夏

期

ス
ク
ー
リ
ン
グ

開
催

２
０
０
８
年
度

通
信
教
育
部

児
童
学
部

学生課

、

10月生
願書受付期間

7月1日（火）

10月31日（金）
〜

鹿児島大学原口泉教授
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毎
年
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

の
就
職
実
績
を
挙
げ
て
い
る
専

門
学
校
で
は
、
一
年
次
の
秋
に

は
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
一
回
目

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

二
年
次
の
六
月
か
ら
は
卒
業
年

次
生
を
対
象
と
し
た
本
格
的
な

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
か
ら
昨
年

度
も
公
立
幼
稚
園
、
公
立
保
育

士
の
合
格
者
も
出
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
六
月
末
か
ら
七
月

に
か
け
一
人
一
人
の
希
望
を
叶

え
る
べ
く
、
個
人
面
談
を
実
施

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
履
歴

書
の
記
入
、
自
己
Ｐ
Ｒ
、
志
望
動

機
な
ど
の
事
前
準
備
を
し
て
、
就

職
試
験
さ
な
が
ら
の
個
人
面
接

に
臨
み
ま
す
。
保
育
者
に
な
る

夢
を
持
ち
入
学
し
、
夢
に
向
か

っ
て
日
々
勉
学
に
励
み
、
い
よ

い
よ
夢
を
手
に
す
る
時
へ
の
準

備
で
す
。

保
育
の
現
場
で
望
ま
れ
る

「
元
気
」、「
や
る
気
」、「
勇
気
」

を
持
っ
た
保
育
者
と
し
て
、
巣

立
つ
日
ま
で
、
専
門
学
校
の
学

生
も
夏
の
暑
さ
の
中
、
日
々
精

進
し
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

聖
徳
学
園
創
立
七
十
五
周
年

記
念
の
年
、
伝
統
あ
る
第
四
十

七
回
保
育
表
現
研
究
発
表
会

が
去
る
七
月
五
日（
土
）、
川
並

香
順
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

発
表
会
当
日
は
、
保
護
者
や

先
生
方
を
は
じ
め
、た
く
さ
ん

の
お
客
様
に
ご
来
場
を
い
た
だ

き
、
二
年
生
の
表
現
あ
そ
び
と

創
作
舞
踊
の
演
技
に
熱
い
拍
手

を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
こ
の
日
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
全

員
が
一
つ
に
な
っ
て
考
え
、
話

し
合
い
、
創
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
過
程
で
は
様
々
な
課

題
や
困
難
を
自
分
た
ち
で
解
決

し
、乗
り
越
え
、
一
人
ひ
と
り
の

力
を
発
揮
し
て
全
員
が
舞
台
で

発
表
す
る
こ
と
が
き
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
を
通
し
て
、
作

品
づ
く
り
の
経
験
や
人
と
の
関

わ
り
の
大
切
さ
、
そ
し
て
成
し

遂
げ
た
達
成
感
と
充
実
感
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
こ
で
得
た
経
験
を
今
後

学
生
生
活
の
中
で
生
か
し
、
幼

児
教
育
者
に
な
る
目
標
に
向
か

っ
て
突
き
進
ん
で
い
く
こ
と
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

保
育
表
現
研
究
発
表
会

附
属
小
学
校
の
校
庭
は
、

た
く
さ
ん
の
樹
木
に
囲
ま
れ
、

真
ん
中
は
芝
に
お
お
わ
れ
た

緑
の
校
庭
で
す
。
そ
の
片
隅

に
七
年
前
か
ら
落
ち
葉
を
集

め
、
草
刈
を
や
め
、
虫
や
小
鳥

な
ど
の
小
動
物
が
集
ま
れ
る

空
間
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

年
を
経
る
ご
と
に
、
多
様
な

植
物
群
が
形
成
さ
れ
、
動
物

も
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

冬
に
は
、
虫
を
つ
い
ば
む
渡

り
鳥
、
ア
カ
ハ
ラ
が
越
冬
に

来
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
は
夏
。
先
日
三
年

生
が
捕
虫
網
を
持
っ
て
行
っ

た
と
こ
ろ
、
短
時
間
で
様
々

な
種
類
の
バ
ッ
タ
や
カ
マ
キ

リ
が
捕
れ
ま
し
た
。
三
年
生

と
い
え
ば
、
理
科
の
学
習
で

「
昆
虫
」
に
つ
い
て
学
ぶ
学
年

で
す
。
ま
さ
に
本
物
教
育
の

聖
徳
で
す
。

真
ん
中
の
芝
生
の
部
分
は
、

普
段
か
ら
た
く
さ
ん
の
児
童

が
駆
け
回
っ
て
遊
ぶ
と
こ
ろ

だ
け
あ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
土

の
部
分
が
多
く
な
り
か
け
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら

三
分
の
一
ず
つ
芝
を
植
え
な

お
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
い

ち
ば
ん
芝
が
な
く
な
っ
て
い

た
真
ん
中
の
部
分
が
植
え
な

お
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
会
が

終
わ
っ
て
か
ら
蒔
い
た
種
が
、

今
で
は
緑
濃
く
茂
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
夏
に
し
っ
か
り
と

根
付
い
て
、
二
学
期
か
ら
は

ま
た
、
緑
の
校
庭
で
思
い
っ

き
り
運
動
が
で
き
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

教
科
書
に
出
て
く
る
す
べ
て

の
樹
木
が
植
え
て
あ
る
校
庭
、

木
登
り
の
木
の
あ
る
校
庭
。

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

附
属
小
学
校
の校

庭

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

去
る
四
月
二
十
三
日（
水
）、

今
年
度
入
学
間
も
な
い
中
学
生
・

高
校
生
を
対
象
に
、
小
笠
原
流

礼
法
御
宗
家
小
笠
原
敬
承
斎
先

生
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
ス

が
ま
だ
礼
法
の
授
業
を
受
け
て

い
な
い
の
で
、
内
容
は
年
齢
に

合
わ
せ
、
中
学
生
に
は
礼
法
で

一
番
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
を
話

し
、
高
校
生
に
は
礼
法
の
歴
史

か
ら
今
な
ぜ
礼
法
が
必
要
な
の

か
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

授
業
後
の
感
想
文
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。
中
学
生
の
山
本
優

花
さ
ん
は
、「
敬
承
斎
先
生
が
舞

台
に
上
が
っ
た
時
、
私
は
初
め

て
本
物
の
女
性
を
見
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
も

長
い
時
間
、
立
っ
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
姿
勢
が
少
し

も
く
ず
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

授
業
を
受
け
て
感
じ
た
こ
と
は
、

今
、
周
り
を
見
て
み
る
と
自
己

中
心
的
な
人
が
多
い
。そ
の
中
で
、

私
は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

第
一
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
、

御
宗
家
の
よ
う
な
気
品
あ
る
女

性
に
な
り
た
い
」、
高
校
生
の
山

本
桐
子
さ
ん
は
、「
私
が
聖
徳
を

選
ん
だ
理
由
は
礼
法
の
授
業
が

あ
る
か
ら
で
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
敷
居

が
高
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
小
笠

原
流
礼
法
も
御
宗
家
の
授
業
を

受
け
て
と
て
も
親
し
み
や
す
く

感
じ
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
授

業
を
受
け
て
感
じ
た
こ
と
は
、

礼
法
は
奥
が
深
く
、
奥
を
知
ら

な
け
れ
ば
上
辺
だ
け
の
人
間
に

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
う
。

し
っ
か
り
と
奥
か
ら
学
ん
で
い

き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。
今
回
、
小
笠
原
敬
承

齋
先
生
の
授
業
を
受
け
て
、
生

徒
の
心
の
中
に
は
、
入
学
式
の

舞
台
上
で
お
会
い
し
た
御
宗
家

を
身
近
に
感
じ
、
何
と
も
言
え

ぬ
爽
や
か
な
春
の
風
が
吹
き
抜

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

緊
張
の
御
宗
家
授
業

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

六
月
十
一
日（
水
）の

午
後
、
今
年
度
一
回
目

の
「SE

IT
O
K
U
C
lean

Project
21

」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
小
貝
川
周

辺
に
加
え
て
、
取
手
駅
、

藤
代
駅
周
辺
及
び
、
校
内

の
清
掃
と
全
校
生
徒
が

四
班
に
分
か
れ
て
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
心

配
し
て
い
た
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
熱
心
に
活
動
す
る

生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

平
成
十
三
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
た
、
こ
れ
ら

小
貝
川
を
中
心
と
し
た

清
掃
活
動
に
対
し
、
こ
の

た
び
取
手
市
民
憲
章
推

進
協
議
会
よ
り
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
環
境
美
化
に

協
力
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
校
内
清
掃
班

二
年
Ｂ
組
　
安
田
　
一ひ

十と

三み

私
た
ち
は
、
九
人
で
協
力
し
て

掃
除
を
し
ま
し
た
。
初
め
は
暑
く

て
面
倒
だ
な
と
思
い
ま
し
た
が
、

自
分
達
が
使
う
と
こ
ろ
を
き
れ

い
に
す
る
の
は
当
た
り
前
だ
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
が
掃
除
し
た
場
所
を
、
通
っ
た

人
に
少
し
で
も
き
れ
い
に
な
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

■
小
貝
川
班四

年
Ａ
組
　
湯
澤
　
皐

昨
年
よ
り
は
、
ゴ
ミ
が
減
っ
た

と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
た
の
で
、
自
分
は
絶
対
に
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
よ
う
に
、
ゴ
ミ
が
落

ち
て
い
た
ら
拾
う
よ
う
に
普
段

か
ら
心
掛
け
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
な
る
べ
く

ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
を
心
掛

け
た
い
で
す
。

■
取
手
駅
前
班

五
年
Ｃ
組
　
丸
山
　
亜
由
美

私
た
ち
が
日
頃
よ
く
利
用
す

る
取
手
駅
周
辺
に
は
、
ゴ
ミ
な
ど

ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
見
渡

す
と
意
外
に
ゴ
ミ
が
多
く
あ
り
、

驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
東
口
に
行
く
ま
で
の
国
道
沿

い
の
歩
道
に
は
、
信
じ
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
し

た
。
清
掃
活
動
が
終
わ
る
頃
に
は

み
ん
な
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
満
足
度
も
高
く
、
気

持
の
よ
い
一
日
で
し
た
。

■
藤
代
駅
前
班

五
年
Ｍ
組
　
青
木
　
彩

ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
っ
て
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
、
町
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

達
成
感
は
あ
る
け
れ
ど
、
拾
っ
て

い
る
時
に
、
ど
う
せ
拾
っ
て
も
、

ま
た
誰
か
捨
て
る
人
が
い
る
の

だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ど
う
し
た
ら
そ
う
い
う
人

は
い
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
絶
対
そ
う
い
う
人
に
な
り

た
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
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今
年
度
入
学
間
も
な
い
中
学
生
・
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五
月
晴
れ
の
五
月
二
十
一
日

（
水
）、
浦
安
幼
稚
園
の
緊
急
用

非
常
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、

園
内
放
送
が
流
れ
ま
し
た
。

「
東
京
北
部

地
域
に
震
度
六

の
直
下
型
地
震

が
発
生
し
た
」

と
い
う
想
定
の

防
災
引
き
取
り

訓
練
で
す
。
サ

イ
レ
ン
と
放
送

の
緊
迫
感
は
各

室
に
走
り
、
全

体
の
気
配
に
三

歳
児
の
中
に
は

泣
き
出
す
子
も

い
ま
し
た
が
、

大
急
ぎ
で
頭
巾

を
被
り
、
机
の

下
に
も
ぐ
り
込
み
ま
し
た
。
そ

し
て
、
頃
合
い
を
見
て
、
第
一

避
難
場
所
へ
と
移
動
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
訓
練
実
施
前
に

各
担
任
の
先
生
方
は
、
紙
芝
居

や
絵
本
を
通
し
て
地
震
の
恐

ろ
し
さ
を
語
り
聞
か
せ
、ま
た
、

身
を
守
る
た
め
の
頭
巾
の
被

り
方
や
、
避
難
時
に
は
指
示
に

従
い
「
お
さ
な
い
、
か
け
な
い
、

し
ゃ
べ
ら
な
い
」
を
守
る
事
を

指
導
し
ま
し
た
。
訓
練
に
は
保

護
者
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
消
火
器
の
取
り
扱
い
や
、

煙
幕
の
中
を
通
り
抜
け
、
そ
の

息
苦
し
さ
を
体
験
し
て
、
無
事

引
き
取
り
訓
練
を
終
え
ま
し

た
。
こ
の
地
域
は
液
状
化
現
象

も
起
こ
り
得
る
と
の
消
防
署

員
の
お
話
し
も
あ
り
ま
し
た
。

「
災
害
は
忘
れ
た
事
に
や
っ
て

来
る
」
を
肝
に
銘
じ
、
日
頃
の

訓
練
の
大
切
さ
を
感
じ
た
日

で
し
た
。

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

園
児
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
生
活
発
表
会
が
六
月
二
十

日（
金
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。
友

達
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
身
体
を
表
現
す
る

姿
を
家
族
の
方
に
見
て
い
た
だ

き
、
幼
稚
園
の
教
育
の
一
端
を

理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ご
両
親
で
来
園
さ
れ
た

方
も
多
く
、
保
育
へ
の
関
心
の

高
さ
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

三
歳
児
桜
組
は
、「
わ
た
し
の

ワ
ン
ピ
ー
ス
」
の
リ
ズ
ム
あ
そ

び
、
腕
や
足
の
上
下
運
動
や
ヒ

ー
ル
タ
ッ
チ
を
主
に
行

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

お
客
様
を
前
に
元
気
い

っ
ぱ
い
に
踊
る
幼
児
や

泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た

り
、
何
も
せ
ず
に
棒
立
ち

に
な
る
園
児
な
ど
様
々

で
し
た
が
、
温
か
い
拍
手

を
頂
き
、
笑
顔
で
舞
台
を

後
に
し
ま
し
た
。

四
歳
児
梅
組
は
、「
あ

め
ふ
り
く
ま
の
こ
」の
歌
と

「
ア
メ
リ
カ
ン
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
先
生
の
指
揮
に
合

わ
せ
合
奏
を
し
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
あ
そ
び「
ぐ
る
ん
ぱ

の
よ
う
ち
え
ん
」
で
は
、

二
人
組
に
な
っ
た
り
円

を
作
っ
た
り
、ま
た
前
後
で

移
動
す
る
な
ど
ス
ト
ー

リ
ー
を
理
解
し
て
踊
り
、

ぐ
る
ん
ぱ
が
し
ょ
ん
ぼ

り
歩
く
様
は
本
当
に
が

っ
か
り
し
た
様
子
が
表

現
さ
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

五
歳
児
松
組
の
「
ス
イ

ミ
ー
」
の
リ
ズ
ム
劇
は
リ

ン
グ
を
使
っ
た
り
腕
や

足
の
関
節
を
動
か
し
た

り
、
大
き
な
声
で
台
詞
を
言
う

な
ど
年
長
児
な
ら
で
は
の
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。「
あ
お
い
そ
ら

に
え
を
か
こ
う
」
の
歌
に
続
き
、

合
奏
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
」

で
は
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
の
細
か

い
リ
ズ
ム
打
ち
や
各
々
の
楽
器

に
取
り
組
む
日
頃
の
姿
が
披
露

さ
れ
、
多
く
の
拍
手
を
頂
き
ま

し
た
。
発
表
を
終
え
た
園
児
に

は
満
足
感
や
充
実
感
が
感
じ
ら

れ
、
と
て
も
立
派
に
見
え
ま
し

た
。今

で
は
、
ど
の
保
育
室
か
ら

も
自
分
の
役
だ
け
で
な
く
全
部

の
役
の
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
先

生
の
真
似
を
す
る
な
ど
、
園
児

同
士
で
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。

●
お
じ
い
様
　

お
ば
あ
様
の
会

附
属
第
二
幼
稚
園

防
災
引
き
取
り
訓
練

附
属
浦
安
幼
稚
園

小
運
動
会
　

父
親
参
観

附
属
第
三
幼
稚
園

み
ん
な
の生

活
発
表
会
！

附
属
幼
稚
園

去
る
五
月
十
七
日（
土
）、
第

二
幼
稚
園
ホ
ー
ル
に
て
「
お
じ

い
様
、
お
ば
あ
様
の
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
園
の
園
児
た

ち
の
祖
父
母
同
居
数
は
全
体
の

一
割
弱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

日
は
三
百
十
名
の
方
が
出
席
し

て
く
だ
さ
り
、
孫
に
対
す
る
期

待
の
大
き
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

出
席
者
の
中
に
は
九
十
歳
を
過

ぎ
た
お
元
気
な
お
じ
い
様
、
お

ば
あ
様
も
お
り
、
大
変
感
激
致

し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
み
ん

な
う
れ
し
そ
う
な
表
情
で
玄
関

で
迎
え
、
自
分
の
ク
ラ
ス
を
教

え
て
あ
げ
た
り
、ホ
ー
ル
ま
で
案

内
し
て
あ
げ
る
微
笑
ま
し
い
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
園
長
先
生
・
聖
徳
大
学
附

属
小
学
校
校
長
先
生
の
ご
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
園
児
た
ち
の
演

技
へ
と
続
き
ま
し
た
。
日
頃
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
〝
お

じ
い
様
、
お
ば
あ
様
〞
の
歌
や

合
奏
、
各
学
年
、
絵
本
を
題
材

に
し
た
リ
ズ
ム
遊
び
を
披
露
し

ま
し
た
。
自
分
の
孫
の
姿
を
探

し
な
が
ら
終
始
笑
顔
で
一
場
面

一
場
面
、
温
か
い
拍
手
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
人
の
話
を

聞
い
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
を
参
観
す
る
お
じ
い

様
、お
ば
あ
様
方
の
マ
ナ
ー

は
い
つ
も
静
か
で
正
し
く
、

園
長
先
生
が
挨
拶
の
中
で

強
く
訴
え
て
お
ら
れ
た
素

晴
ら
し
い
教
育
力
を
、

様
々
な
意
味
で
今
の
若
い

世
代
に
発
揮
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。
核
家
族
化
が
進
み
、

二
世
代
同
居
も
珍
し
い
時

世
に
な
り
ま
し
た
。
親
の

お
年
寄
り
に
対
す
る
感
謝

や
い
た
わ
り
の
気
持
ち
、
考
え
方

が
子
ど
も
の
育
ち
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
事
を
日
々

の
園
児
た
ち
の
姿
や
会
話
か
ら

痛
感
し
ま
す
。「
お
じ
い
様
、お
ば

あ
様
の
会
」
を
通
し
て
、
互
い

の
触
れ
合
い
の
機
会
を
作
る
一
助

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
園
児
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
十
四
日（
土
）、「
す
な
お

会（
同
窓
会
）」
が
行
わ
れ
、
待
ち
に

待
っ
た
先
生
に
会
え
た
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
明
る
く
元

気
な
声
で
た
く
さ
ん
の
卒
園
児

が
次
々
に
顔
を
み
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
卒
園
し
た
て
の
子
ど
も

た
ち
は
、
元
担
任
に
「
先
生
」

と
声
を
掛
け
、
近
寄
っ
て
久
々

に
会
え
た
こ
と
の
嬉
し
さ
を
表

現
し
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、

な
か
な
か
先
生
や
友
達
に
声
を

掛
け
ら
れ
ず
、
恥
ず
か
し
そ
う

に
友
達
の
後
ろ
に
ま
わ
り
、
先

生
の
顔
を
懐
か
し
そ
う
に
見
て

い
る
子
が
い
ま
し
た
。「
学
校

楽
し
い
？
」
の
問
い
か
け
に
、

「
楽
し
い
よ
」
と
大
き
な
声
が
返

っ
て
き
た
り
、「
新
し
い
友
達
で

き
た
よ
」、「
勉
強
楽
し
い
よ
」
と

の
報
告
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

懐
か
し
い
先
生
方
も
お
い
で

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
、

久
々
の
再
会
に
照
れ
な
が
ら
も

近
況
報
告
を
し
て
い
る
姿
が
み

ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
子
ど
も

達
の
成
長
に
嬉
し
さ
を
い
っ
ぱ

い
の
笑
顔
で
表
現
し
て
い
ま
し

た
。
会
が
始
ま
り
、
ピ
ア
ノ
に
合

わ
せ
て
園
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

卒
園
し
て
五
年
、
六
年
経
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
大
き
な
口
を

開
け
、
歌
っ
て
い
る
姿
は
ほ
ほ

え
ま
し
く
思
え
ま
し
た
。
半
日

で
し
た
が
、
教
職
員
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
し
て

い
く
姿
が
楽
し
み
で
す
。

す

な

お

会

同窓会

附
属
第
三
幼
稚
園

五
月
十
七
日（
土
）に
附
属
第

三
幼
稚
園
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代

表
の
リ
ュ
ー
ジ
ュ
監
督
で
も
あ

る
、
聖
徳
大
学
児
童
学
科
准
教

授
の
百
瀬
定
雄
先
生
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
父
親
参
観
、
小
運

動
会
を
行
い
ま
し
た
。

始
め
に
、
百
瀬
先
生
の
ご
指

導
で
父
親
の
み
で
の
柔
軟
体
操

で
す
。
日
頃
、
運
動
不
足
の
お

父
様
た
ち
は
、
二
人
組
で
行
っ

た
バ
ン
ブ
ー（
足
を

開
閉
）で
は
、
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
跳
ん
で
い

る
お
父
様
も
い
ま
し

た
が
、
座
っ
て
い
る

人
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
わ
ず
、
足
を
踏
ん

で
し
ま
っ
た
り
す
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
次
は
園
児

た
ち
の
入
場
行
進
で

す
。
三
才
児
は
、
手

と
足
が
一
緒
に
な
り

な
が
ら
も
懸
命
に
歩

い
て
い
ま
し
た
。
四

才
児
は
、

先
生
を
し

っ
か
り
と

見
て
一
生

懸
命
前
進

し
ま
し
た
。

五
才
児
は
、
年
長
児

ら
し
く
、
胸
を
張
っ

て
堂
々
と
歩
い
て
お

り
、
頼
も
し
く
思
え

ま
し
た
。

競
技
は
フ
ァ
ニ
ー

ト
ン
ネ
ル
、
ス
ラ
イ

ド
ボ
ー
ド
、
跳
び
箱
、

マ
ッ
ト
運
動
を
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ
、

楽
し
ん
で
や
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
は
、
親
子

で
柔
軟
体
操
で
す
。

お
父
様
と
合
同
で
の
楽
し
い

ひ
と
と
き
は
、
貴
重
な
経
験
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
園
児

と
一
緒
に
体
操
し
て
い
る
お
父

様
の
顔
は
、
優
し
さ
に
満
ち
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

お
父
様
を
尊
敬
し
、
感
謝
の
気

持
ち
が
持
て
る
よ
う
な
園
児
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

今
後
も
父
親
参
観
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。
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毎
年
、
六
月
の
下
旬
に
八
王
子

市
私
立
幼
稚
園
協
会
、
八
王
子

市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

主
催
の
親
子
観
劇
会
が
八
王
子

市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
親
子

で
観
劇
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
開
か
れ
る
会
で
、
当
園
で

は
、
全
園
児
親
子
で
一
つ
の
行
事

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
例
年
、

劇
団
の
方
に
よ
る
人
形
劇
で
す

が
、
今
年
は
、
六
月
二
十
七
日

（
金
）に
、「
ひ
ろ
み
ち
お
兄
さ
ん
、

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
と

今
ま
で
と
違
っ
た
計
画
に
な
り

ま
し
た
。
体
操
の
お
兄
さ
ん
と
し

て
園
児
た
ち
に
親
し
み
の
あ
る

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
弘
道
お

兄
さ
ん
を
八
王
子
に
お
招
き
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
園
児
た
ち
も

お
母
様
方
も
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

事
前
に
園
児
た
ち
に
公
共
の

場
で
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
を

し
た
り
、
保
護
者
の
方
に
も
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
守
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
手
紙
で
知
ら
せ
た
り

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
親
子
触
れ
合
い
と
い

う
こ
と
で
弘
道
お
兄
さ
ん
と
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
歌
の
お

兄
さ
ん
の
お
さ
む
お
兄
さ
ん
も

出
演
し
て
、
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た

り
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
ひ

ざ
の
上
に
乗
っ
て
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
と
っ
て
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
風
船
を
使
っ
て
の
ゲ
ー
ム

は
二
階
席
で
参
加
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
手
拍
子

で
応
援
を
し
ま
し
た
。
歌
の
途
中

に
は
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
を
客
席
へ

投
げ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
親
子
一
緒
に
大
き
な

声
で
歌
っ
た
り
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

園
児
と
共
に
保
護
者
の
方
も

大
盛
況
で
楽
し
み
、
そ
し
て
、
人

形
劇
と
は
違
っ
た
人
と
の
触
れ

合
い
と
公
共
施
設
で
の
マ
ナ
ー

も
身
に
つ
け
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

六
月
の
下
旬
に「
生
活
発
表
会
」

と
し
て
お
遊
戯
会
を
行
い
ま
す
。

三
田
幼
稚
園
園
舎
内
に
は
ホ

ー
ル
が
な
い
の
で
、
大
井
町
に
あ

る
品
川
区
の
「
き
ゅ
り
あ
ん
大
ホ

ー
ル
」を
お
借
り
し
て
行
い
ま
す
。

一
年
前
に
抽
選
で
日
程
を
決
め

る
た
め
、
平
日
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
日
曜
日
に
行

わ
れ
る
と
お
父
様
、
お
母
様
、
兄

弟
関
係
や
祖
父
母
の
皆
様
に
ご

来
場
い
た
だ
け
、
お
客
様
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
会
場
で
、
園

児
た
ち
は
歌
、
合
奏
、
遊
戯
を
行

い
ま
す
。
今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

全
園
児
で
歌
「
園
歌
・
き
ん
ぎ
ょ

の
ひ
る
ね
・
あ
ひ
る
の
行
列
」
年

中
組
と
年
長
組
と
で
、「
聖
徳
学

園
応
援
歌
　
君
よ
夢
の
翔
を
拡

げ
て
」
を
歌
い
ま
し
た
。
学
長
先

生
に
童
謡
は
大
事
だ
か
ら
た
く

さ
ん
歌
わ
せ
ま
し
ょ
う
と
ご
指

導
を
い
た
だ
い
て
以
来
、
遊
戯
会

の
歌
は
童
謡
を
選
曲
し
て
き
ま

し
た
。
ご
両
親
は
知
ら
な
く
て
も

ご
祖
父
母
の
皆
様
が
懐
か
し
く

思
い
、「
孫
と
一
緒
に
歌
え
て
よ

か
っ
た
」
と
お
声
を
聞
き
ま
す
。

年
長
・
年
中
組
は
七
十
五
周
年
と

い
う
こ
と
で
、「
聖
徳
学
園
応
援

歌
　
君
よ
夢
の
翔
を
拡
げ
て
」
を

元
気
一
杯
歌
い
ま
し
た
。
年
長
は

さ
ら
に
サ
カ
ホ
ー
ン
で
「
き
ら
き

ら
星
」
名
曲
か
ら
選
曲
し
た
「
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
を
合
奏
し
、
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

遊
戯
は
絵
本
か
ら
三
歳
児
「
ぴ
ょ

ん
ぴ
ょ
ん
ぱ
ん
の
か
ば
ん
で
す
」、

四
歳
児
「
森
の
王
様
」、
五
歳
児

「
す
て
き
な
三
人
ぐ
み
」
の
お
話

を
身
体
表
現
し
ま
し
た
。
幼
稚
園

に
入
園
・
進
級
し
て
間
が
な
い
の

で
す
が
、
大
好
き
な
身
体
表
現
で

役
に
な
り
き
っ
て
の
経
験
は
、
自

分
を
発
揮
で
き
る
機
会
や
色
々

な
表
現
方
法
を
習
得
で
き
る
大

事
な
行
事
で
す
。

六
月
十
一
日（
水
）に
引
き
取

り
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年

間
六
回
行
っ
て
い
る
防
災
訓
練

の
第
二
回
目
の
訓
練
と
、
一
年

に
一
度
の
保
護
者
参
加
の
引
き

取
り
訓
練
が
、
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
桜
組
の
中
に
は
サ

イ
レ
ン
の
音
を
聞
い
て
泣
い
て

し
ま
う
園
児
が
見
ら
れ
た
り
、

梅
・
松
組
の
園
児
の
中
に
は
防
災

帽
子
を
一
人
で
か
ぶ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
自
信
の
つ
い
た
園
児
が

見
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
幼
稚

園
で
は
「
お
か
し
も
ち
」
の
約
束

（
お
さ
な
い
、
か
け
な
い
、
し
ゃ

べ
ら
な
い
、
も
ど
ら
な
い
、
ち
か

づ
か
な
い
）を
掲
げ
て
、
常
日
頃

園
児
た
ち
に
声
を
掛
け
、
意
識

を
も
っ
て
、
災
害
が
起
き
た
時

に
は
非
難
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
引
き
取
り
訓
練
当
日
、
保

護
者
の
方
は
消
防
士
か
ら
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
講
習
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

機
械
の
操
作
や
対
応
の
仕
方
の

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
護
者
の
代
表
の
方
が
実
際
に

取
り
扱
い
の
訓
練
を
し
た
り
し
て
、

防
災
救
命
に
関
す
る
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
緊
張

さ
れ
て
参
加
さ
れ
て
い
る
保
護

者
の
方
の
真
剣
な
様
子
に
園
児

た
ち
な
り
に
大
切
な
訓
練
で
あ

る
こ
と
は
感
じ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
経
験
は
親
子
共
に
貴

重
な
体
験
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

私
た
ち
教
職
員
も
改
め
て
突
然

災
害
が
起
こ
っ
た
時
の
対
処
を

冷
静
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
し

な
く
て
は
と
、
心
新
た
に
意
識
を

す
る
こ
と
の
で
き
た
一
日
で
し
た
。

引
き
取
り
訓
練

多
摩
中
央
幼
稚
園

年
一
回
の
観
劇
会
に

参
加
し
て

八
王
子
中
央
幼
稚
園

一
学
期
の
ま
と
め

「
生
活
発
表
会
」

三
田
幼
稚
園

毎
年
、
五
月
中
旬
に
行
う
同
窓

会
。
ゲ
ー
ム
を
し
て
交
流
を
持
っ

た
り
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
懐
か

し
い
友
達
や
先
生
と
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
が
、
今
年

は
聖
徳
学
園
七
十
五
周
年
の
記

念
と
し
て
、
本
学
園
の
掃
守
純
一

郎
先
生
率
い
る
「
ゼ
ッ
コ
ウ
チ
ョ

ウ
」
の
皆
様
に
人
形
劇
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
百
九
十
名
近
い
人
数
で

し
た
が
、
先
生
方
の
話
術
や
人
形

に
引
き
込
ま
れ
真
剣
に
見
て
い

ま
し
た
。ま
た
、教
師
も
楽
し
く
拝

見
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
窓
会

の
数
日
前
に
五
年
生
の
男
児
が

「
同
窓
会
ど
う
し
よ
う
か
な
…
」

と
言
っ
て
い
た
の
で
、「
先
生
の

手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
か
な
？
」、

「
じ
ゃ
あ
来
る
よ
！
友
達
に
も
声

掛
け
て
み
る
ね
」
と
張
り
切
っ
て

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
名
札
を
書

く
と
こ
ろ
の
声
掛
け
や
、
お
や
つ

を
配
る
時
の
手
伝
い
、
名
札
の
回

収
な
ど
た
く
さ
ん
の
手
伝
い
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
人
形
劇
の

先
生
に
も
お
茶
と
お
菓
子
を
渡

し
ま
す
ね
」
と
自
分
か
ら
気
づ
い

て
行
動
し
て
い
た
こ
と
に
も
、
卒

園
生
の
成
長
に
感
激
し
ま
し
た
。

聖
徳
の
教
育
理
念
「
和
」
が
ま
さ

し
く
こ
れ
だ
と
思
い
、
幼
稚
園
の

教
育
方
針
の
ひ
と
つ
、「
自
分

で
考
え
て
行
動
の
と
れ
る
子
ど

も
に
」
も
小
学
生
で
あ
る
卒
園
生

に
し
っ
か
り
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
、
こ
の
七
十
五
周
年
記
念
の

同
窓
会
で
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

「
次
は
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
に

来
る
ね
」
と
満
足
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
。
人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
の
嬉
し
さ
や
、
責
任
を
果
た
す

こ
と
の
自
信
で
同
窓
生
た
ち
が

大
き
く
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。

な

ご

み

会

同窓会

三
田
幼
稚
園

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
わ
か

ば
会（
同
窓
会
）を
、
今
年
は
六
月

七
日（
土
）に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。「
先
生
久
し
振
り
」、「
楽
し

み
に
し
て
い
ん
だ
よ
」
と
笑
顔
で

駆
け
寄
っ
て
く
る
子
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
照
れ
な
が
ら
や
っ
て
来
る
子
、

元
気
に
走
っ
て
汗
だ
く
に
な
っ

て
く
る
子
と
様
々
で
し
た
が
、
一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
百
八
十

一
名
の
卒
園
生
の
歓
声
と
笑
顔

で
、
会
場
と
な
っ

た
ホ
ー
ル
の
中
は

熱
気
む
ん
む
ん
で

楽
し
い
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

久
し
振
り
に
会
っ

た
先
生
や
友
達
と

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

歌
を
歌
っ
た
り
、

お
や
つ
を
頂
い
た

り
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
り
と
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
一
杯
で
し
た
。
幼
稚
園

時
代
に
大
好
き
だ
っ
た
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
を

行
う
と
、「
懐
か
し
い
ね
」、「
嬉

し
い
ね
」
と
、
声
が
あ
が
り
楽
し

く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

会
終
了
後
は
、
懐
か
し
い
園
庭

で
三
輪
車
や
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
で
思
い
っ
き
り
遊
び
、
帰
る
時

に
は
「
ま
た
来
る
ね
」、「
バ
ザ
ー

に
絶
対
来
る
よ
」
と
名
残
惜
し
そ

う
に
何
回
も
何
回
も
振
り
返
り

な
が
ら
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。
ま
た
、
一
年
生

は
自
分
で
描
い
た
表
紙

の
卒
園
ア
ル
バ
ム
を
頂

き
、
大
事
に
持
っ
て
帰

っ
て
行
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
い
ろ
い
ろ

な
姿
を
見
て
、
幼
稚
園

の
同
窓
会
は
心
の
寄
り

所
と
な
る
よ
い
機
会
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

わ

か

ば

会

同窓会

八
王
子
中
央
幼
稚
園

毎
年
小
学
校
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
卒
園
生
に
案
内
を

出
し
、
同
窓
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

今
年
は
六
月
二
十
一
日（
土
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
二
名

を
交
え
て
百
七
十
六
名
の
卒
園

生
で
な
つ
か
し
く
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
五
、
六
年
生
に
な
る
と

「
お
や
？
誰
だ
っ
た
か
な
」と
一
瞬

戸
惑
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち

も
お
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
話

し
を
し
た
り
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

の
行
動
を
見
て
い
る
と
幼
稚
園

時
代
の
姿
が
見
え
て
き
て
、
い
っ

そ
う
な
つ
か
し
い
同
窓
会
に
な

り
ま
し
た
。
旧
職
員
、
そ
し
て

色
々
と
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
た

前
松
組
幹
事
さ
ん
が
同
窓
会
幹

事
さ
ん
と
し
て
お
い
で
い
た
だ
き
、

一
部
は
挨
拶
・
紹
介
の
部
、
二
部

は
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ウ（
ゲ
ー
ム
な

ど
）の
部
、
三
部
は
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
と
し
て
行
い
、
友
達
、
そ
し
て

先
生
と
実
に
和
気
あ
い
あ
い
の

時
間
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
年
生
は
ク
ラ
ス
対
抗
の
玉

入
れ
に
夢
中
に
な
り
、
元
担
任
と

ひ
と
つ
に
な
っ
た
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
、

王
様
じ
ゃ
ん
け
ん
、
そ
し
て
今
年

は
じ
め
て
取
り
入
れ
た
ビ
ン
ゴ

な
ど
年
齢
差
の
あ
る
同
窓
会
で

す
が
、
ど
の
ゲ
ー
ム
に
も
全
員
が

参
加
し
、
幹
事
も
一
緒
に
な
っ
て

会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
一
年
生
に
と
っ
て
は
自
分

た
ち
の
描
い
た
表
紙
の
卒
園
ア

ル
バ
ム
を
頂
く
こ
と
も
大
き
な

目
的
で
、
そ
の
ア
ル
バ
ム
を
手
に

し
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
と

て
も
素
敵
で
し
た
。
ま
た
、
卒
園

生
の
楽
し
み
は
園
庭
で
な
つ
か

し
い
遊
具
で
遊
ぶ
こ
と
で
す
が
、

今
年
は
あ
い
に
く
雨
が
降
り
出

し
、
思
い
切
り
遊
ぶ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
は
ま
た
ひ

と
ま
わ
り
、
ふ
た
ま
わ
り
成
長
し

た
同
窓
生
と
会
え
る
こ
と
を
期

待
し
、
今
年
の
「
和
香
竹
会
」
を

終
了
し
ま
し
た
。

和

香

竹

会

同窓会

多
摩
中
央
幼
稚
園

◆行事予定◆

敬老の日の集い敬老の日の集い
●多摩中央幼稚園

9月9日（火）
●八王子中央幼稚園

9月11日（木）
●三田幼稚園

9月12日（金）

・

・

・

・

・
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましてはインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash / index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

s8月3日［日］ s8月23日［土］ s9月21日［日］
s10月12日［日］ s11月16日［日］

s8月24日［日］ s9月14日［日］ s9月28日［日］

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531

■通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200

入学説明会

s10月4日［土］ s11月8日［土］・9日［日］ s12月21日［日］入学説明会

s9月20日［土］ s10月18日［土］ s11月15日［土］ s平成21年2月14日［土］学校・入試説明会

s8月5日［火］ s8月28日［木］ s11月3日［月・祝］ s平成21年1月10日［土］
■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811

s9月11日［木］
■聖徳大学附属浦安幼稚園 ●お問い合わせ：047-721-8181

●入園説明会●

s9月6日［土］
■聖徳大学附属第三幼稚園 ●お問い合わせ：0476-26-3371

●入園説明会●

s9月13日［土］
■聖徳大学附属第二幼稚園 ●お問い合わせ：047-341-6598

●入園説明会●

s9月12日［金］
■聖徳大学附属幼稚園 ●お問い合わせ：047-368-6135

●入園説明会●

s9月17日［水］ s10月9日［木］
■聖徳学園多摩中央幼稚園 ●お問い合わせ：0426-76-0777

●説明会●

s9月18日［木］ s10月16日［木］
■聖徳学園八王子中央幼稚園 ●お問い合わせ：0426-64-0972

●説明会●

s10月2日［木］ s10月10日［金］
■聖徳学園三田幼稚園 ●お問い合わせ：03-5476-8811

●説明会●

s8月22日［金］（音楽）※聖徳大学川並香順記念講堂 s8月23日［土］
■ 聖徳大学附属中学校（女子）・高等学校（女子） ●お問い合わせ：047-392-8111

s9月7日［日］ s10月5日［日］ s11月23日［日］
■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111

入試説明会

体験説明会 s8月23日［土］（普） s8月24日［日］（音楽） s9月21日［日］（体）
s9月23日［火・祝］（音楽）

■ 聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子） ●お問い合わせ：0297-83-8111

※駐車場がないため、公共交通機関をご利用いただき、お車でのご来校はご遠慮ください。 全国各地で開催される進学相談会に聖徳
大学・聖徳大学短期大学部のコーナーを開
設します。専門のアドバイザーや在学生が
皆さんの悩み・相談にお答えします。
ぜひお近くの会場にお越しください。
入試要項（願書）は9月から無料で配布し
ます。

来訪者全員に聖徳オリジナルキャンパスグッズ

「合格祈願シャープペン」
「キャンパスバッグ」をプレゼント！

s 10月以降も毎月実施
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全国各地で進学相談会開催全国各地で進学相談会開催入試関係行事のご案内入試関係行事のご案内

香和会支部パーティー開催のご案内香和会支部パーティー開催のご案内

後援会支部総会開催のご案内後援会支部総会開催のご案内

開催日 時間開催地 開催場所

4
5
6
11
18
23
7
14

日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）

木
金
土
火
火
日
日
日

15：00～18：30
15：00～18：30
13：00～17：00
15：30～18：30
15：00～18：30
10：30～17：00
10：30～17：00
10：30～17：00

さいたま
横　浜
新　宿
千　葉
さいたま
松　戸
松　戸
さいたま

大宮ソニックシティ
新都市ホール
新宿NSビル
千葉ペリエ
大宮ソニックシティ
聖徳大学
聖徳大学
大宮・JA共済埼玉ビル

●

●

●

※●印は本学主催（聖徳大学・短大だけの進学相談会）です。

本学主催の進学相談会にお越しの方には
過去問題集（教学社：大学入試シリーズ）を無料で差し上げます。

s9月24日［水］ s10月30日［木］ s11月11日［火］ s12月15日［月］

首
都
圏

9月

11月

12月

8
10
5
16

日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）

月
水
日
日

15：00～18：30
15：00～18：30
10：30～17：00
10：30～17：00

仙　台
福　島
盛　岡
郡　山

仙台サンプラザ
サンパレス福島
ホテルニューカリーナ
郡山ビューホテルアネックス

●

●

北
海
道
・

東
北
9月

10月
11月
10
11
19
30

日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）

水
木
金
日

14：30～18：00
15：00～18：30
15：00～18：30
10：30～17：00

宇都宮
高　崎
水　戸
土　浦

マロニエプラザ
ビエント高崎
水戸プラザホテル
土浦・ホテルCANKOH●

関
東
9月

11月
1
3
12
14
21

日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）
日（ ）

月
水
金
日
日

15：30～18：30
15：30～18：30
15：00～18：30
10：30～17：00
10：30～17：00

長　野
甲　府
新　潟
新　潟
甲　府

ホテルメトロポリタン長野
ベルクラシック甲府
ホテル新潟
ホテルニューオータニ長岡
ホテル談露館

●

●

甲
信
越

9月

19日（ ）日 10：30～17：00静　岡 静岡第一ホテル●東海 10月
26日（ ）日 10：30～17：00那　覇 ホテル日航那覇グランドキャッスル●沖縄 10月

同窓会
附属中学校・高等学校

からの
お知らせ爽爽和和会会

今年度、爽和会では１０月１２日（日）に
開催する聖徳祭でフラワーアレンジ
メント体験教室を開催します。

大学、短期大学部、大学院の同窓会「香和会」の支部パー

ティーを今年も開催いたします。昨年の各支部パーティーに

も多くの卒業生を迎え、懐かしく楽しいひと時となりました。

懐かしい先生や旧友との思い出話に花を咲かせに是非お越

しください。皆様のお越しをお待ちしております。

北海道・東北支部
支 部 名 日 程 時 間 場 所

9月 7日（日） 12：00～14：00 札幌グランドホテル（札幌市）
北陸・上信越支部 9月14日（日） 14：30～16：30 ホテルニューオータニ長岡（長岡市）

近畿・中国・四国支部 12月 6日（土）12：00～14：00 東天紅（ホテル京阪京都）（京都市）

甲州・中部・東海支部 9月21日（日） 14：30～16：00 ホテル談露館（甲府市）

九州・沖縄支部 10月25日（土）18：00～20：00 ホテル日航那覇グランドキャッスル（那覇市）

南 関 東 支 部 10月12日（日） 15：00～17：00 聖徳大学（松戸市）

北 関 東 支 部 12月14日（日） 16：00～18：00 ラフレさいたま（さいたま市）
（注：各支部パーティーの場所等詳細につきましては、準備が整い次第、郵送にてご案内いたします）

新潟地区支部総会
支 部 名 日 程 場 所

9月14日（日）ホテルニューオータニ長岡（長岡市）
甲信地区支部総会 9月21日（日）ホテル談露館（甲府市）
東北（北）支部総会 10月 5日（日）ホテルニューカリーナ（盛岡市）
静 岡 県 支 部 総 会 10月19日（日）静岡第一ホテル（静岡市）
九州・沖縄地区支部総会 10月26日（日）ホテル日航那覇グランドキャッスル（那覇市）
東北（南）支部総会 11月16日（日）郡山ビューホテルアネックス（郡山市）
千 葉 県 支 部 総 会 11月23日（日）聖徳大学（松戸市）
茨 城 県 支 部 総 会 11月30日（日）ホテルCANKOH（土浦市）
東京地区支部総会 12月 7日（日）聖徳大学（松戸市）
北 関 東 支 部 総 会 12月14日（日）JA共済埼玉ビル（さいたま市）

大　学
短大部
大学院

大　学
短大部

昨年の北・南関東支部合同支部パーティーの様子
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自然に恵まれた長野県東部、佐久市の春日温泉にかすが荘はあります。
“美肌の湯”と名高く、お肌がツルツルになる2つの露天風呂は1度体験する
価値アリです！ また、プールやテニスコート、体育館などスポーツ施設や
バーベキュー広場など各種施設も充実しており、ご家族や、ご友人同士で
のご利用に適しております。

長野県佐久市春日2258-1
信州春日温泉 かすが荘
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一般９,４００円～のところ（1名様・1泊2食付）

学生・教職員５,４００円～ 卒業生・ご家族・同伴者８,３００円～

〈ご利用料金〉

ご予約・お問い合わせは現地フロント係が承ります。
お気軽にお問い合わせください！ Tel. 0267-52-2111

施設の詳細等は本学園HPでご覧いただけます。どうぞご覧ください！ http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

本学の教育は実物に則して体験の中から学
ぶことを重視しており、教育用コレクション
を、わが国はもとより、世界のあらゆる地域か
ら収集し、活用しております。
この特別展覧会では、ロマン派から現代に

いたる、世界の著名作曲家18名の自筆書簡を
公開します。作曲家の人となり、作曲についての
苦心の積み重ねなどを記しており、音楽教育
を理解する一助となるものと信じております。

会　期：開催中～平成２０年１０月１１日（土）まで
午前９時～午後５時
（休館 毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

会場へのご案内：
JR常磐線・JR乗り入れ地下鉄千代田線・新京成線とも

松戸駅下車、東口より徒歩5分
※イトーヨーカドー内のエスカレーター等をご利用になる事もできます。（５階出入口）

←西日暮里 
　（地下鉄千代田線） 

←上野 
　（JR常磐線） 

柏→ 

（新京成線） 

イトーヨーカドー 

松戸駅 

東口 

公　園 

聖徳大学 

団　地 

シベリウス（1865～1957 フィンランド）

特 別 展 覧 会 東京聖徳学園創立７５周年記念　児童学部・音楽学部開設記念
「著名作曲家たちの書簡 ―ロマン派から現代まで―」展

天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯天然掛け流しの湯

会場：聖徳大学８号館利根山光人ギャラリー

お問い合わせ：聖徳大学川並記念図書館　Tel. 047-365-1111（大代） http://www.seitoku.jp/lib/

今年の進学説明会の様子

夜間
17：30～

大学、短期大学部の後援会支部総会の開催日程をお知らせ致します。ぜひご参加下さい。


